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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 北海道教育庁総務政策局施設課 

②事業名 道立学校廃校校舎等の利活用について【(1)留萌・戸井】 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 
 

④サウンディングの目的 ○北海道では道立学校の再編整備に伴う、廃校舎が増加しており、

維持管理コストの観点から未利用公有財産の有効活用に係る検

討が急務となっている。 

○道財政が厳しい状況にあるなか、歳入確保の観点から未利用施

設の売却・貸付を行うことで未利用施設を有効活用したいと考

えており、売却・貸付を行うに当たり、民間事業者との対話を

通じて、ニーズや市場性などを調査し、今後検討する際の参考

としたい。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○未利用となっている公有財産の売却・貸付に向け、どのような

事業者にニーズがあるのか、また、事業者が公有財産の活用を

検討するにあたって、提供が必要な情報は何か提案いただきた

い。 

○売却や貸付にはどのような条件が適しているか提案いただきた

い。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（                       ） 

8.その他（ 全業種可能                ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（全エリア可能    ） 
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２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（ 売却・有償貸付     ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（ 売却・有償貸付     ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（             ） 

⑤事業内容 公有財産利活用の促進 

⑥現状及び課題 ○現状 

 道における公用地、公共用地として検討及び市町村等公的機関

への処分の検討を行ったが、進展なし。 

 民間事業者の活用に向け、ＨＰ等により情報発信を行っている。 

道としては、社会福祉施設（実績あり）、文化施設、研修施設、

グランピング施設、サテライトオフィスなど幅広く活用用途を

想定しているが、事業者とのマッチングに苦慮している。 

所在市町村の意向については、現在調整中であり、サウンディ

ング調査当日に提示する予定。 

○課題 

 学校としての使用を中止してから４年（戸井は７年）以上経過

しており、施設の老朽化が著しい。そのため、建物を活用する

場合の復旧工事費が高額となる。また、敷地や建物の規模が小・

中学校と比較し、大きいことから売却金額が高額となり、活用

事業者が限定される。 

【参考金額】 

旧留萌高等学校不動産鑑定評価額（H29 鑑定） ２億４千万円 

旧戸井高等学校不動産鑑定評価額（R3 鑑定）   １億９千万円 

校舎設備復旧費用                               数千万円 

グラウンド整備費用（除草・土入・転圧等）  1 億数千万円 

校舎解体費用               ３億円～４億円 

※留萌高等学校の評価額については、鑑定から相当期間が経過

しており、再鑑定時には大幅な減価が見込まれる。 
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⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

○土地・建物一体での一括売却を想定しているが、分割での売却

は残地に売却見込みがある場合のみ検討が可能。 

○維持管理コストの抑制、歳入確保の観点から長期間の貸付によ

る活用も想定している。 

○道として活用見込みのない公有財産のため、道において復旧工

事費（電気・衛生設備、グラウンド転圧等）の負担は難しい。 

【参考金額】 

 廃校舎維持管理費（板張・草刈・軽微補修）１校年間１百万円 

⑧事業スケジュール（予

定） 

○売却の場合 

 令和４年度中  購入意思確認、令和５年度中  入札 

○貸付の場合 

 令和４年度中旬 貸付意思確認、令和４年度下旬 入札 

※11 月中に貸付の意向を確認できれば、令和４年度中に入札

が実施できる見込みである。 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） ①【留萌高等学校】 

北海道留萌市東雲町１丁目 84 

（留萌駅（留萌本線）から 2.4 ㎞）（留萌ＩＣから 1.2 ㎞） 

②【戸井高等学校】 

校舎：北海道函館市浜町 717 番地１ 

グラウンド：函館市浜町 861 番２ 

テニスコート：函館市浜町 921 番 11 

（函館駅（函館本線）から 28.4 ㎞）（函館空港から 23.9 ㎞） 

②敷地面積 ①【留萌高等学校】 

52,660 ㎡ 

②【戸井高等学校】 

32,523 ㎡ 

校舎：15,587 ㎡ 

グラウンド：15,488 ㎡ 

テニスコート：1,448 ㎡ 

③土地利用上の制約 ①【留萌高等学校】 

第一種住居地域、建蔽率 60%・容積率 200% 

景観計画区域 

②【戸井高等学校】 

都市計画区域外、景観計画区域 

④所有者 北海道 

⑤周辺施設等 ①【留萌高等学校】 

東方 500m に留萌市立病院が立地 

②【戸井高等学校】 

南方 600m に函館警察署（戸井駐在所）が立地 

南方 1,100m に函館市役所（戸井支所）が立地 
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⑥対象地周辺の環境 ①【留萌高等学校】 

戸建住宅や事業所等が多く見られる混在地域、近隣には路線

商業施設もあり、比較的良好な地域環境。 

②【戸井高等学校】 

市の中心地から約 30 ㎞離れており、周囲を山林に囲われて

いる。近隣には戸建て住宅が点在しているのみで、大きな商

業施設等はない。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

②【戸井高等学校】 

戸井町は平成 16 年函館市に編入 

 

 
■ 添付資料 

資料１ 旧留萌高等学校 

 施設・所在自治体の概要 

 位置図 

 平面図 

資料２ 旧戸井高等学校 

 施設・所在自治体の概要 

 位置図 

 平面図 

 

 


